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皮膚科泌尿器科雑誌

42巷2號（昭和12年8月）．

 「パラウタムシ」高杉、「ポナペタム

 シJ高崎の原因菌知見補遣  藤井清二郎

「パラウタムシ」高杉、或は「ポナペタムシ」高

崎の一原因萄として5日目。日raeedites ruberを

推論し、培養に於ては紅褐色色調の出現の菌學

的所見に於ては紡錘歌器官及び櫛歌器官の存在

を逼加して層る。（八木抄）

 圓形腕毛症に識て      小川 直秀

    第1報、特に其の臨躰酌観察

 本邦に於ける各種皮膚疾患中、本症の罹患牽

は5．78％ を占め、各種脱毛症中に湿ても本症

の罹患峯はその最高位を占めるものである。股

毛に封ずる影響は軍に内分泌憂調のみならず、

精一的・肉盤的衝動、外傷及びその他の諸種の

刺戟も亦大なる誘因である。初獲部位は纈額部

後頭部に於て最も多く、本症の合併皮膚疾患と

して尋常性白斑も多く、その他白毛、鐘麻疹、

輩皮症が多い。本症は再護することが屡々あ

る。（八木抄）

 二曲患巻の扁桃腺に航する研究

    第1報 臨躰的三三  土肥淳一郎

145例の徽毒患者の扁桃腺組織の一部を切除

し、67例にSpirochaeta pallidaを1澄明L・、即ち

第1期徽毒11例中4例、徽i毒性「アンギーナ」35例

中30例、徽毒性「アンギーナJを有せざる28例中

16例、潜伏徽毒65例中17例であるが、第3期徽

毒6イ列、示申紹徹…毒…3例、晩農性先天系敵毒7｛ 0に

於論鍵議憲磁轟
              外塚岩太郎

 著者は本症の3例を紹験し、膀胱鏡所見は、

留針頭大乃至粟粒大、叉はそれ以上の牛球欺の

穎粒で、黄色或は蒼二色なれども、時に紅色を

呈し、膀胱三角部顕部及び底部に好回し、治療

としては「ヂアテルミー」焼灼推賞をする。

               （八木町）

       42毬3號（昭和12年9月）

 滋疹檬攣化と脂質代謝

 直証檬攣化の罷乱言器脂質含有量に

 及ぼす影響に隔て（其D實瞼的皮膚

 炎に於ける肝臓脂質含有量

              尾崎  徹

 肝臓総脂感量は皮膚炎急性期に隔て、逐日減

少し、亜急性期に及んで著しく響加する。皮膚

炎後の燐脂質量にあ壁は・亜急性期に於て丁

度の識量を示すの外著養を認めない。（八木抄）

 （其2）實駿的皮膚炎に於ける脾臓

 「コレステリン」含有量    尾崎 徹

 脾臓総『コ．レステリン」含有量は入x皮膚炎．に

よ1）、其の急性期に於ては減：量、亜急性期に及

べば却って省量を示し、治癒と共に再び正常値

に復す。（八木抄）

 （其3）賓駐的皮三二に於ける副腎

 「コレステリン」含有量    尾崎 徹

 副腎「コレステリンJ含有量は炎症急性期の富

初に於て既に減少し、殊に炎症最高潮期にあり

て其の度最も論著である。亜急性期に入ると共

に璽晒し、炎症の治癒につれて漸次正常値に復

露する。（八木抄）

 （其4）心乱的皮膚炎に禁ける肺臆・

 甲欺腺並に睾丸「嵩レステリン」

 含有量          尾崎 徹

肺臓「コレステリン』含有量は炎症急性期の初

頭に於て既に著しく」替遣し、急性宋期より亜急

性初期に亘りて一一一・時正常値に近接するも重急性
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